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温海ふるさと通信

「暑い！」と言っていた夏はどこへやら、急に冬の気配が舞い込んできました。今年の秋
は短かいような気がします。

写真は11月22日の「月山」の様子です。11月は荒天が続き、この日久しぶりの晴天とな
りました。刈り入れの終わった田んぼには白鳥の群れが、山間部では除雪車も出動し、
「ふるさと温海」もいよいよ長い冬を迎えることになります。今年の雪はどうでしょうか。雪も
丁度良く降ってくれればよいのですが。
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「21世紀かぶ祭り」in一霞
11月4日（日）

いよいよ冬！

生かぶの販売は、整理券を配っ
たにもかかわらず、我先にと押し
寄せるお客さんにてんてこ舞い。
夏の猛暑で収穫量はいまいちだっ
たようですが、さすが本場「温海か
ぶ」の人気はすごく、片道２時間か
けてきた人もいました。ご苦労様。

「新そばまつり」in越沢
11月3（土）～4日（日）

あいにくの雨でしたが、お昼時に
は会場の「まやのやかた」の外まで
傘をさした人の行列で３０分待ち。

２日間で８００人を超える方々が打
ちたて、ゆでたて、の新そばを味わ
いました。さすがにうまかった。

「しな織まつり」in関川
10月20（土）～21日（日）

すっかり定着した「しな織まつり」、しな織音頭
も軽やかに、しな織製品やきのこなどの山の幸
の特価販売に多くのお客さんが訪れ、冬間近の
関川はホットな２日間となりました。

昨年4月に発生した国道345号関川～越沢間
の地滑りも対策工事が終わり、関川の皆さんも
一安心といったところです。

小岩川スタート、小名部経由、木野俣ゴール
の９区間で行われました。

雨と風、駅伝ランナーには厳しいコンディショ
ンでしたが、選手はチームの名誉のため力一
杯の力走を見せていました。

結果は温海チームが５連覇を達成しました。

「第52回温海地域駅伝大会」
10月7日（日）



去る11月15日（木）、千代田区平河町の「ルポール麹町」で羽越本線高速化促進、日沿道整備促進の両大会が

開催されました。温海庁舎からも支所長以下4名が参加しました。また、お忙しい中、ふるさと温海会の五十嵐会長と五十嵐事務

局長からも参加をいただきました。本当にありがとうございました。この日は衆議院の解散前日とあって、来賓である議員の先生

方もパタパタと出入りされ、慌しい中にも盛会裏に終了することが出来ました。

日沿道は今後10年を目処に全線開通が見込まれています。羽越本線は新幹線と在来線の同一ホーム乗換えに向け新潟駅の

改修が進んでおり、少しずつですが温海と首都圏の距離が近づくのが目に見えるようになりました。

この状況下で、将来の温海地域はどうあるべきか、そのためには今何をすべきか、我々も本腰を入れてそのビジョン作りに取り

組んでいます。しかし、温海の中にいては気づかないことが多くあります。「ふるさと温海」の発展のため、ふるさと温海会の皆さ

んには何かとお力添えをいただかなければなりません。今後ともこれまで以上にご指導、ご助言をお願いします。

「ふるさと通信」も毎月発行しようと思いつつもなかなか思うとおりにいきませんが、少しでもふるさとの情報をお届けできるよう

続けていきたい考えています。機会がありましたら他の会員の方々にもお知らせください。

皆さんからの情報もお待ちしております。

メールアドレス somu-at@city.tsuruoka.yamagata.jp  

あ.と.が.き

旧念珠関中学校校舎解体工事始まる！

今シーズン限り！

あつみ温泉一本木スキー場閉鎖

昭和５８年頃の校舎と体育館 by「旬鮮ねずがせきＨＰ」

昭和２８年に建設され、多くの人材を輩出してき

た旧念珠関中学校校舎の解体工事が始まります。

統合から１５年が経過し、既に体育館は解体され

校舎のみが残されていましたが、老朽化が著しく、

近隣の施設・住宅への影響も心配されることから解

体が決定しました。長い間ありがとうございまし

た。お疲れ様。

解体工事は１月一杯で完了し更地となります。跡地の利用

計画はまだ決まっていませんが、日本海が一望できる素晴ら

しい土地だけに、今後有効な活用方法を検討していかなけれ

ばなりません。 別荘地にいかがですか？

スキーブームの真っ只中、平成５年にオープンした「あつみ温

泉一本木スキー場」は、開設当初シーズン２万人を超える利用者が

あり、地域住民の冬のレジャー、健康づくり、そして交流の場とし

て親しまれてきましたが、スキーブームも去り、少子化の影響も

あって現在の利用者は５千人程度まで減少しています。温海地域に

とっては貴重な施設であり、営業日数の削減や人員配置の見直しな

どで運営の効率化を図ってきましたが、利用者の減少に歯止めがか

からず、残念ながら今シーズン限りでの閉鎖が決定しました。

施設の跡地利用については、今後

プロジェクトチームを組んで検討し

ていきます。

このスキー場はスキーヤーだけで

はなく、孫の姿を眺めたり、食事を

楽しむ地域の高齢者の方々も多く訪

れる交流の場となってきました。

ラストシーズン、皆さんも温海に

お出での際は是非足を運んでみては

いかがでしょうか。思わず懐かしい顔に会えるかも知れません。

１月２０日（日）

現在の旧校舎 by「旬鮮ねずがせきＨＰ」
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